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第
３
分
科
会

 

期
　
日 　

　

令
和
三
年
十
月
二
十
八
日
㈭

 

テ
ー
マ 

　
「
乳
幼
児
期
の
保
育
環
境
を
考
え
る
」

 

助
言
者 

　

 

お
茶
水
女
子
大
学

特
任
教
授　

宮
里
　
暁
美 

先
生

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　

認
定
こ
ど
も
園
ひ
か
り
幼
稚
園

園
長　

黒
田
　
光
泰 

先
生

　

第
三
分
科
会

『
乳
幼
児
期
の

保
育
環
境
』
は

十
月
二
十
八

日
、
リ
モ
ー
ト

形
式
に
て
開
催

さ
れ
た
。
参

加
者
は
約
七
十

名
。
講
師
に
は

宮
里
暁
美
氏
を
お
迎
え
し
た
。
同
氏
は
お

茶
の
水
女
子
大
学
教
授
・
お
茶
の
水
女
子

大
学
こ
ど
も
園
園
長
で
あ
り
、
保
育
環
境

に
関
す
る
著
書
も
多
数
。
分
科
会
中
の
講

義
は
受
講
者
の
関
心
を
強
く
惹
き
、「
四

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
」
と
い
う

声
が
多
数
あ
っ
た
。
人
的
・
物
的
環
境
を

い
か
に
活
か
す
か
、
実
際
の
動
画
を
交
え

た
具
体
的
な
解
説
が
な
さ
れ
た
。
保
育
者

も
保
育
環
境
の
大
き
な
要
素
で
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
観
察
眼
や
声
か
け
が
遊
び

や
育
ち
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
を

認
識
し
な
お
す
大
切
な
機
会
と
な
っ
た
。

子
ど
も
が
「
や
り
た
い
！
」
と
様
々
な
こ

と
に
挑
戦
し
た
く
な
る
環
境
づ
く
り
を

し
、
子
ど
も
た
ち
の
積
極
性
に
応
え
る
保

育
を
し
た
い
と
い
う
感
想
が
多
数
挙
げ
ら

れ
た
。

第
２
分
科
会

 

期
　
日 　

　

令
和
三
年
十
月
三
十
日
㈯

 

テ
ー
マ 

　
「
〇
、一
、二
歳
児
の
生
活
と
発
達
」

 

助
言
者 

　

湘
南
ケ
ア
ア
ン
ド
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

所
長　

増
田
ま
ゆ
み 

先
生

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　

認
定
こ
ど
も
園
す
み
れ
幼
稚
園

園
長　

岡
本
　
純
代 

先
生

 

話
題
提
起
者 

　

認
定
こ
ど
も
園
氏
家
幼
稚
園　

笹
沼
知
位
子 

先
生

　

認
定
こ
ど
も
園
烏
山
み
ど
り
幼
稚
園

金
澤
　
佳
澄 

先
生

　

リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
第
二
分
科
会

の
研
修
で
は
、
は
じ
め
に
〇
、一
、二
歳
児

の
い
わ
ゆ
る
乳
児
保
育
の
定
義
に
つ
い
て

助
言
者
の
増
田
先
生
か
ら
お
話
を
い
た
だ

き
、
次
に
話
題
提
起
者
の
お
二
人
の
先
生

の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

笹
沼
先
生
か
ら
は
、「
遊
び
を
通
し
た

子
ど
も
の
育
ち
」、金
澤
先
生
か
ら
は
、「
集

団
生
活
の
中
で
〇
、一
、二
歳
児
が
学
ぶ
も

の
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
発
表
だ
っ
た
。

話
題
提
起
を
受
け
て
増
田
先
生
か
ら
は
、

人
生
の
中
で
著
し
く
発
達
す
る
時
期
、
子

ど
も
の
様
々
な
目
に
見
え
る
行
動
、
そ
れ

以
上
に
目
に
見

え
ぬ
心
の
状
態

を
し
っ
か
り
把

握
す
る
こ
と
が

保
育
の
一
番
大

切
な
こ
と
で
あ

る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
た
。
他
に

は
愛
着
関
係
の

栃
木
県
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会

分 

科 

会 

報 
告

第68回

基
盤
を
作
る
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
の
た
め

の
緩
や
か
な
担
当
制
の
メ
リ
ッ
ト
、
保
育

者
の
か
か
わ
り
が
環
境
の
一
つ
と
し
て
重

要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
保
護

者
と
の
連
携
、
子
ど
も
の
発
達
の
連
続
性

を
考
え
た
職
員
間
の
情
報
の
共
有
や
意
見

交
換
が
必
要
で
あ
り
、
色
々
な
就
労
形
態

の
職
員
間
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ

て
い
く
こ
と
を
学
ん
だ
。

　

リ
モ
ー
ト
で
は
あ
っ
た
が
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
も
あ
り
情
報
交
換
や
同
じ
悩
み
に

共
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
後
に
増
田

先
生
か
ら
指
針
の
見
直

し
や
乳
児
保
育
の
大
切

な
事
柄
に
つ
い
て
の
お

話
を
い
た
だ
き
基
本
に

返
り
保
育
を
見
直
す
有

意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

第
４
分
科
会

 

期
　
日 

　

令
和
三
年
十
一
月
二
日
㈫

 

テ
ー
マ 

「
子
ど
も
の
発
達
を
大
切
に
し
た
幼
児

教
育
理
論
」

 

助
言
者 

　

神
戸
親
和
女
子
大
学

教
授　

森
　
　
眞
理 

先
生

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　

認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
が
丘

　

理
事
長　

今
井
　
正
範 

先
生

　

第
四
分
科
会
は
、
リ
モ
ー
ト
形
式
で
開

催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
約
五
十
名
。
分
科

会
の
テ
ー
マ
で
明
ら
か
に
し
た
い
こ
と
、

発
達
と
は
、
子
ど
も
観
と
実
践
と
の
関
係

性
、
子
ど
も
の
育
ち
の
可
視
化
（
見
え
る

化
）
へ
。

　

子
ど
も
の
発
達
は
、
子
ど
も
が
自
ら
の

　
本
年
八
月
十
九
～
二
十
日
に
行
わ
れ
る

予
定
だ
っ
た
県
大
会
・
分
科
会
に
つ
い
て

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
一
部
を
除
く
分
科
会
は
延

期
と
な
っ
た
。
こ
の
度
、
助
言
者
の
ご
協

力
を
得
て
別
日
に
開
催
さ
れ
た
。
助
言
者

を
は
じ
め
、話
題
提
起
者・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
運
営
責
任
者
・
記
録
者
の
皆
様
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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経
験
を
基
に

し
て
、
周
囲
の

環
境
に
働
き
か

け
、
環
境
と
の

相
互
作
用
を
通

じ
、
豊
か
な
心

情
、
意
欲
、
態

度
を
身
に
付

け
、
新
た
な
能

力
を
獲
得
す
る
過
程
で
あ
る
が
、
身
体
的

発
達
、
情
緒
的
発
達
、
知
的
発
達
や
社
会

性
の
発
達
な
ど
の
子
ど
も
の
成
長
に
お
け

る
様
々
な
側
面
は
相
互
に
関
連
を
有
し
な

が
ら
総
合
的
に
発
達
す
る
。
発
達
は
周
囲

の
環
境
と
の
関
わ
り
の
中
で
展
開
す
る
。

　

子
ど
も
観
の
捉
え
な
お
し
、
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
時
か
ら
持
っ
て
い
る
主
体
性

（
環
境
に
働
き
か
け
て
そ
れ
を
変
え
る
力
）

を
基
礎
に
し
た
保
育
。
保
育
者
自
身
が
も

つ
「
子
ど
も
観
」
や
「
教
育
・
保
育
観
」

に
よ
っ
て
幼
児
教
育
・
保
育
の
目
標
、
内

容
、
計
画
、
展
開
（
方
法
や
形
態
）
は
規

定
さ
れ
、
構
想
さ
れ
る
保
育
そ
の
も
の
も

規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
子
ど
も
が
身

の
回
り
の
環
境
に
働
き
か
け
、
没
入
す
る

状
況
に
よ
り
、
思
い
も
よ
ら
な
い
創
発
や

創
造
性
が
発
揮
さ
れ
、
自
ら
が
携
え
て
い

る
も
の
を
よ
り
生
か
し
、
育
ち
の
主
人
公

と
な
る
。

　

子
ど
も
の
学
び
と
育
ち
の
可
視
化
の
た

め
の
記
録
・
評
価
の
変
容
。
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
、ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
。

子
ど
も
の
発
達
の
道
筋

を
表
す
。
記
録
そ
の
も

の
が
子
ど
も
の
評
価
。

　

参
加
者
か
ら
は
主
体

性
を
育
め
る
よ
う
に

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、
ド

キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
い
う
積
極
的

意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

第
11
分
科
会

 

期
　
日 

　

令
和
三
年
十
二
月
六
日
㈪

 

テ
ー
マ 

「
子
ど
も
が
主
体
的
に
活
動
す
る
た
め

の
教
師
の
在
り
方
」

 

助
言
者 

　

宇
都
宮
共
和
大
学
子
ど
も
生
活
学
部

高
柳
　
恭
子 

先
生

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　

萌
丘
幼
稚
園
認
定
こ
ど
も
園

園
長　

佐
々
木
桐
子 

先
生

 
話
題
提
起
者 

　

高
ノ
台
第
二
幼
稚
園

添
谷
　
奏
子 

先
生

　

認
定
こ
ど
も
園
真
岡
ふ
た
ば
幼
稚
園

飯
島
美
奈
子 

先
生

　

第
十
一
分
科
会
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
の
た
め
に
リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
。

「
子
ど
も
が
主
体
的
に
活
動
す
る
た
め
の

教
師
の
在
り
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
先
ず

は
二
名
の
先
生
に
よ
る
話
題
提
起
の
発
表

が
あ
っ
た
。
添
谷
先
生
に
よ
る
「
心
豊
か

な
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
の
手
立
て
～
自

然
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
子
ど
も
た
ち
が
植
物
や
昆
虫
と
ど
う

関
わ
っ
て
い
る

か
、
そ
れ
に
教

師
が
ど
う
関
わ

る
か
提
起
さ
れ

た
。
次
に
飯
島

先
生
に
よ
り

「
子
ど
も
の
主

体
的
な
活
動
の

理
解
と
支
援
」

で
は
園
の
施
設
を
最
大
限
に
使
っ
て
園
の

教
育
目
標
の
も
と
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的

に
活
動
す
る
様
子
が
発
表
さ
れ
た
。
二
人

の
先
生
の
発
表
か
ら
助
言
者
で
あ
ら
れ
る

高
柳
先
生
よ
り
子
ど
も
は
、
も
と
も
と
主

体
的
に
活
動
す
る
が
、
教
育
に
お
い
て
子

ど
も
た
ち
に
気
づ
か
せ
る
た
め
に
教
師
と

し
て
環
境
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

教
師
の
思
い
通
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
勝
手
に
す
る
の
で
も
な
く

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
気
づ
か

せ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
高
柳
先
生
の

助
言
を
も
と
に
、グ
ル
ー

プ
討
議
に
入
っ
た
。
先

生
同
士
同
じ
悩
み
を
共

感
で
き
有
意
義
な
研
修

と
な
っ
た
。

第
10
分
科
会

 

期
　
日 

　

令
和
三
年
十
二
月
七
日
㈫

 

テ
ー
マ 

　
「
愛
着
形
成
と
心
の
育
ち
に
つ
い
て
」

 

助
言
者 

　

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学

准
教
授　

佐
藤
　
秋
子 

先
生

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　

山
辺
幼
稚
園

園
長　

鈴
木
　
典
子 

先
生

 
話
題
提
起
者 

　

足
利
み
ど
り
幼
稚
園

教
諭 

カ
ス
テ
ィ
ヨ
・
タ
マ
ー
ラ 

先
生

　

認
定
こ
ど
も
園
東
光
寺
幼
稚
園

保
育
教
諭 

澤
田
　
茉
柚 

先
生

　

リ
モ
ー
ト
で
の
開
催
と
な
っ
た
第
十
分

科
会
で
は
、
愛
着
形
成
に
着
目
し
た
幼
児

の
見
守
り
方
や
、
コ
ロ
ナ
渦
の
保
育
に
お

け
る
園
児
と
の

関
わ
り
方
に
つ

い
て
な
ど
、
オ

ン
ラ
イ
ン
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
な
が

ら
考
察
を
深
め

た
。

　

話
題
提
起
者

の
カ
ス
テ
ィ
ヨ
・
タ
マ
ー
ラ
先
生
か
ら
は

「
少
人
数
保
育
の
幼
稚
園
に
お
け
る
児
童

養
護
施
設
の
子
ど
も
と
の
関
わ
り
で
学
ぶ

こ
と
」
と
題
し
て
、
園
児
に
対
す
る
具
体

的
な
配
慮
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
澤
田
先

生
か
ら
は
「
子
ど
も
と
愛
着
形
成
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
二
歳
児
ク
ラ
ス
で
実
践

し
て
き
た
保
護
者
と
の
連
携
上
の
工
夫
や

支
援
策
に
つ
い
て
話
題
提
起
さ
れ
た
。

　

助
言
者
の
佐
藤
先
生
は
、
愛
着
形
成
と

心
の
育
ち
の
た
め
に
安
心
感
の
あ
る
生
活

環
境
を
心
が
け
る
こ
と
や
、
保
育
者
が
子

ど
も
た
ち
の
安
全
基
地
と
な
り
、
拠
り
所

に
な
る
こ
と
の
必
要
性
を
挙
げ
た
。
そ
の

た
め
に
は
、
日
々
の
保
育
の
中
で
子
ど
も

た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
を
園
全
体
で
大
切
に

見
守
り
、
時
に
は
保
護
者
に
対
す
る
支
援

も
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

受
講
者
か
ら
は
、
愛
情
不
足
で
気
持
ち

が
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
子
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
安
心
で
き
る
場
所
を
作
っ
て
あ

げ
た
い
と
い
う
感
想
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
に
は
、「
安
心
し
て
い
い
よ
・

見
守
っ
て
い
る
よ
・

大
好
き
だ
よ
」
と
心

の
中
で
呟
き
な
が
ら

そ
っ
と
寄
り
添
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
振

り
返
り
も
寄
せ
ら
れ

た
。
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設
置
者
・
園
長
経
営
研
修
会

期
日　

令
和
三
年
九
月
八
日
㈬

会
場　
コ
ン
セ
ー
レ
（
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル
）

参
加　

リ
モ
ー
ト
参
加　

八
十
八
名

テ
ー
マ　

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

講
師　
社
会
保
険
労
務
士
法
人
作
道
事
務
所

　
　
　
　

特
定
社
会
保
険
労
務
士

作
道
　
淑
泰 
氏

　
一
、
働
き
方
改
革
の
背
景

　

日
本
の
人
口
は
、
二
〇
六
五
年

に
は
、
総
人
口
が
九
〇
〇
〇
万
人
を
割
り

込
み
、
高
齢
化
率
は
三
十
八
パ
ー
セ
ン
ト

に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は

子
育
て
期
の
女
性
の
労
働
参
加
が
欧
米
に

比
べ
て
低
い
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
女
性
・

高
齢
者
等
の
活
躍
が
必
要
と
な
り
、
労
働

力
化
を
阻
害
す
る
要
因
を
な
く
す
。

二
、
労
働
法
改
正
の
内
容

　
労
働
時
間
の
上
限
規
制

　

労
働
時
間
・
休
日
に
関
す
る
原
則
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
労
働
時
間
の
限
度
、
法

律
で
定
め
ら
れ
た
休
日
。
こ
れ
を
超
え
る

に
は
、
三
六
協
定
の
締
結
が
必
要
。

　
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

　

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
法
律
上
、
時

間
外
労
働
の
上
限
は
原
則
と
し
て
月
四
五

時
間
・
年
三
六
〇
時
間
と
な
り
、
臨
時
的

な
特
別
の
事
情
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
超
え

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

　
労
働
時
間
の
状
況
把
握

　

使
用
者
は
、
労
働
時
間
を
適
正
に
把
握

す
る
た
め
、
労
働
者
の
労
働
日
ご
と
の
始

業
・
終
業
時
刻
を
確
認
し
、
適
正
に
記
録

す
る
こ
と
。

　
労
働
時
間
短
縮
の
取
り
組
み

　

①
労
働
時
間
の
実
態
を
的
確
に
把
握
②

業
務
内
容
の
精
査
③
労
働
時
間
改
善
計
画

作
成

三
、
労
基
法
改
正
の
内
容
　

　
年
次
有
給
休
暇
の
五
日
取
得
義
務
化

　

年
次
有
給
休
暇
が
十
日
以
上
付
与
さ
れ

る
労
働
者
が
対
象
。
使
用
者
は
、
労
働
者

ご
と
に
、
年
次
有
給
休
暇
を
付
与
し
た
日

か
ら
一
年
以
内
に
五
日
に
つ
い
て
、
取
得

時
季
を
指
定
し
て
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
、
同
一
労
働
同
一
賃
金

　
不
合
理
な
待
遇
格
差
の
禁
止

　

「
均
衡
待
遇
規
定
」
の
内
容
（
不
合
理

な
待
遇
差
の
禁
止
「
均
等
待
遇
規
定
」
の

内
容
（
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
）

五
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
義
務

　
パ
ワ
ハ
ラ
の
定
義

　

同
じ
職
場
で
働
く
者
に
対
し
て
、
職
務

上
の
地
位
な
ど
の
優
位
性
を
背
景
に
、
業

務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え
て
、
精
神
的
・

身
体
的
苦
痛
を
与
え
る
又
は
職
場
環
境
を

悪
化
さ
せ
る
行
為
。

　

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
り
働
く
人

の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
措
置
義

務
が
あ
る
。

　

働
き
方
改
革
の
必
要
性
に
鑑
み
、
実
態

を
捉
え
、
し
っ
か
り
備
え
て
い
き
た
い
。

第
二
回
　
〇
・
一
・
二
歳
児
研
修

期
日　

令
和
三
年
九
月
十
七
日
㈮

会
場　

リ
モ
ー
ト

参
加　

百
十
一
名

テ
ー
マ　

〇
・
一
・
二
歳
児
の
心
と

　
　
　
　
　

こ
と
ば
の
育
ち 

講
師　

子
ど
も
と
こ
と
ば
研
究
会 

　
　
　
　
　

代
表 

今
井  

和
子 

氏

　

始
め
に
社
会
環
境
の
変
化
が
子

ど
も
た
ち
の
生
活
に
異
変
が
お

き
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
ば
と
心
の
育
ち

の
危
う
さ
に
つ
い
て
話
が
さ
れ
た
。
核
家

族
や
少
子
化
、
メ
デ
ィ
ア
社
会
に
よ
り
、

日
常
的
に
対
話
や
会
話
が
激
減
し
て
し
ま

い
、
こ
と
ば
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
の
弱
体
化
が
思
考
力
・
学
力
低
下
の

一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
依

存
や
テ
レ
ビ
な
ど

騒
音
の
中
で
肉
声

が
き
こ
え
て
く
る

生
活
な
ど
排
他
的

な
こ
と
ば
か
ら
閉

鎖
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な

り
家
庭
で
の
親
子

の
対
話
が
激
減
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
対

話
を
し
な
が
ら
子
ど
も
は
生
活
に
根
ざ
し

た
意
味
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
講
話
が
さ
れ
た
。
子
ど
も
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
マ
ス
ク
を
つ
け
て
の
保
育
が
続
く

な
か
で
の
留
意
し
た
い
点
に
つ
い
て
の
話

が
さ
れ
た
。
保
育
を
行
う
う
え
で
大
切
な

こ
と
は
非
言
語
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
ア
イ
コ
ン

タ
ク
ト
や
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
、
ベ
ビ
ー

サ
イ
ン
な
ど
）
を
豊
か
に
取
り
入
れ
、
絵

に
描
い
て
（
描
き
な
が
ら
）
話
す
な
ど
の

方
法
が
重
要
で
あ
る
。
心
の
通
い
合
い
を

育
む
こ
と
＝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
一

体
と
な
っ
て
喜
び
や
悲
し
み
を
分
か
ち
合

え
る
関
係
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
人
と

響
き
あ
う
能
力
を
も
っ
て
い
る
乳
児
は
、

一
体
と
な
っ
て
通
じ
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

共
有
関
係
を
分
か
ち
合
っ
て
い
る
。
特
に

〇
・
一
歳
児
に
は
マ
ザ
リ
ー
ズ
で
心
地
よ

い
こ
と
ば
体
験
に
よ
り
聴
く
力
が
育
ま
れ

る
。
泣
く
こ
と
は
、
他
者
と
共
鳴
し
合
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力
、
笑
う
こ

と
は
、
大
切
な
相
手
と
一
緒
に
喜
び
あ
う

こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
感
情

を
発
達
さ
せ
、
喜
び
を
分
か
ち
合
う
経
験

が
相
手
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
育
て

る
こ
と
に
な
る
。

は
し
ゃ
ぎ
遊
び
を

十
分
に
行
う
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

喃
語
や
指
差
し
、

一
語
文
な
ど
そ
の

け
る
園
児
と
の

関
わ
り
方
に
つ

い
て
な
ど
、
オ

ン
ラ
イ
ン
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
な
が

ら
考
察
を
深
め

た
。

　

話
題
提
起
者

の
カ
ス
テ
ィ
ヨ
・
タ
マ
ー
ラ
先
生
か
ら
は

「
少
人
数
保
育
の
幼
稚
園
に
お
け
る
児
童

養
護
施
設
の
子
ど
も
と
の
関
わ
り
で
学
ぶ

こ
と
」
と
題
し
て
、
園
児
に
対
す
る
具
体

的
な
配
慮
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
澤
田
先

生
か
ら
は
「
子
ど
も
と
愛
着
形
成
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
二
歳
児
ク
ラ
ス
で
実
践

し
て
き
た
保
護
者
と
の
連
携
上
の
工
夫
や

支
援
策
に
つ
い
て
話
題
提
起
さ
れ
た
。

　

助
言
者
の
佐
藤
先
生
は
、
愛
着
形
成
と

心
の
育
ち
の
た
め
に
安
心
感
の
あ
る
生
活

環
境
を
心
が
け
る
こ
と
や
、
保
育
者
が
子

ど
も
た
ち
の
安
全
基
地
と
な
り
、
拠
り
所

に
な
る
こ
と
の
必
要
性
を
挙
げ
た
。
そ
の

た
め
に
は
、
日
々
の
保
育
の
中
で
子
ど
も

た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
を
園
全
体
で
大
切
に

見
守
り
、
時
に
は
保
護
者
に
対
す
る
支
援

も
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

受
講
者
か
ら
は
、
愛
情
不
足
で
気
持
ち

が
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
子
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
安
心
で
き
る
場
所
を
作
っ
て
あ

げ
た
い
と
い
う
感
想
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
に
は
、「
安
心
し
て
い
い
よ
・

見
守
っ
て
い
る
よ
・

大
好
き
だ
よ
」
と
心

の
中
で
呟
き
な
が
ら

そ
っ
と
寄
り
添
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
振

り
返
り
も
寄
せ
ら
れ

た
。
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園
に
お
い
て
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
と
保
育
の
質

が
上
が
り
、
業
務
改
善
に
な
る
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
研
修
と
な
っ
た
。
日

本
の
保
育
現
場
に
お
い
て
、
保
育
の
質

の
向
上
や
働
き
方

改
革
の
一
環
と
し

て
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
お
よ

び
ク
ラ
ウ
ド
・
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
活
用
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
い

う
。
ク
ラ
ウ
ド
を

使
用
す
る
こ
と
は
子
ど
も
の
今
の
姿
を

情
報
と
し
て
職
員
全
体
で
共
有
で
き
る
こ

と
、子
ど
も
の
遊
び
の
プ
ロ
セ
ス
や
育
ち
・

学
び
の
プ
ロ
セ
ス
を
長
期
的
な
視
野
で
捉

え
た
り
、
見
通
し
を
持
ち
や
す
く
な
っ
た

り
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
保
育
現

場
に
お
い
て
担
任
以
外
の
読
み
取
り
を
記

録
し
て
お
く
こ
と
で
、
情
報
量
が
増
え

様
々
な
見
立
て
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
と
い
う
。
日
本
で
は
保
育
の
プ
ロ
セ
ス

の
評
価
が
ま
だ
ま
だ
低
い
現
状
だ
と
い

う
。
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
保
育
を
公
開
し

て
い
く
こ
と
が
、
保
育
の
質
を
上
げ
る
手

段
と
な
る
。

 

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
保
育
の
質
を
上
げ

る
た
め
に
は
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
不
可
欠

な
の
で
園
ご
と
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
。

第
二
回
　
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

期
日　

令
和
三
年
十
一
月
二
十
二
日
㈪

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加　

百
二
十
八
名

　
　
　

（
う
ち
リ
モ
ー
ト
参
加
百
四
名
）

テ
ー
マ　
内
容
保
育
記
録
か
ら
は
じ
め
る

　
　
　
　
　

  

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

講
師　

共
立
女
子
大
学
家
政
学
部

　
　
　
　
　

教
授 

田
代
幸
代 

氏

　

講
師
は
、
東
京
学
芸
大
学
付
属

幼
稚
園
教
諭
と
し
て
働
き
、
同
大

学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修
了
。

そ
の
後
立
教
女
学
院
付
属
天
使
園
園
長
に

就
き
、
東
京
学
芸
大
学
付
属
幼
稚
園
副
園

長
を
経
て
、
現
職
に
至
る
。

　

現
在
の
、
多
様

な
子
育
て
、
様
々

な
子
ど
も
の
姿
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の

幼
稚
園
ご
と
の
特

色
あ
る
教
育
方
針
。

こ
れ
ら
に
対
応
し

た
、
質
の
高
い
教
育
の
実
現
を
目
指
す

た
め
に
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
が
必
要
と
さ
れ
る
。
指
導
計
画
を
立

案
し
、
教
育
課
程
を
構
成
す
る
た
め
に

は
、「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
教
育
実
践
」

（P
lan

目
標
・D

o

実
践
・C

heck

評
価
・

A
ction

改
善
）
が
重
要
で
あ
る
。

　
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を

実
践
さ
せ
る
た
め
の
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
と

し
て
「
記
録
」
が
あ
る
。「
記
録
」
を
す

る
こ
と
に
は
、
子
ど
も
の
理
解
・
変
容
と

成
長
を
見
つ
け
る
。
反
省
・
評
価
と
し
て

指
導
計
画
の
見
直
し
・
改
善
。
さ
ら
に
、

自
身
の
保
育
の
見
直
し
。
子
ど
も
の
援
助

や
環
境
の
再
構
成
。な
ど
の
役
割
が
あ
る
。

　
「
記
録
」
の
方
法
と
し
て
は
、
マ
ッ
プ

型
、
個
人
名
簿
型
、
週
日
案
型
、
日
誌
型

と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所

が
あ
り
短
所
も
あ
る
。
た
だ
ど
れ
を
活
用

す
る
に
し
て
も
、「
記
録
」
の
役
割
を
活

か
し
、「
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
を
有
効
に
す

る
手
立
て
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
会
場

参
加
者
に
は
マ
ー

カ
ー
を
使
用
し
て
、
場
面
を
書
き
込
む
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
な
が
ら
、簡
単
な
「
記
録
」

を
書
い
て
み
る
よ
う
な
演
習
も
お
こ
な
わ

れ
た
。

第
三
回
　
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

期
日　
令
和
三
年
十
一
月
二
十
五
日
㈭

会
場　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ（
桜
の
間
）

　
　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン（zoom

）

参
加　

百
十
二
名

　
　
　

 

（
う
ち
リ
モ
ー
ト
参
加
九
十
名
）

内
容　

描
く
発
達
か
ら
見
え
て
く
る
、

　
　
　
　

今
大
切
に
し
た
い
保
育
と
は

～
子
ど
も
の
「
や
っ
て
み
た

い
」
を
育
む
視
点
と
実
践
〜

講
師　
白
百
合
女
子
大
学　

准
教
授　

椎
橋
げ
ん
き 

氏

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
延
期
に
つ
き
研

修
が
第
二
回
目
と
前
後
し
て
し

ま
っ
た
が
、
第
三
回
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講

言
葉
や
行
動
に
込
め
ら
れ
た
子
ど
も
の
思

い
を
捉
え
、
そ
の
子
が
伝
え
た
か
っ
た
こ

と
ば
を
添
え
て
、
話
し
た
い
こ
と
ば
を
汲

み
取
り
な
が
ら
会
話
の
喜
び
を
満
た
す
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
乳
児
期
に
お
け
る
自

我
の
芽
生
え
と
自
己
主
張
の
始
ま
り
は
、

初
め
て
体
験
す
る
人
と
の
ぶ
つ
か
り
合
い

で
あ
る
。
自
分
の
気
持
ち
や
他
者
と
の
折

り
合
い
を
つ
け
る
た
め
に
も
、
自
立
と
甘

え
の
狭
間
を
揺
れ
動
く
混
乱
期
と
言
わ
れ

る
葛
藤
を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
、
安
心
し

て
感
情
を
吐
露
す
る
こ
と
を
促
す
た
め
に

も
、
本
音
を
出
せ
る
生
活
を
大
切
に
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
自
己
肯
定
感
が
育
た

な
い
子
ど
も
た
ち
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

怒
る
と
叱
る
の
違
い
を
自
覚
し
て
、
保
護

者
や
保
育
者
が
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
終
わ
り
に
根
を
養
え
ば
樹
は

お
の
ず
か
ら
育
つ
と
い
う
こ
と
ば
を
頂
い

た
。
乳
児
期
に
お
け
る
保
育
の
大
切
さ
を

実
感
し
、
日
々
の
保
育
に
生
か
し
な
が

ら
、
保
護
者
に
も
こ
の
時
期
の
大
切
さ
を

し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
こ
と
が
子
ど
も

た
ち
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を

学
ん
だ
。

資
質
向
上
研
修

期
日　

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日
㈮

会
場　

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

参
加　

八
十
三
名

テ
ー
マ　

園
に
て
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
ど
う
活
用

　
　
　
　
　

す
る
か

講
師　
東
洋
大
学
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部

准
教
授 

高
橋
健
介 

氏
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座
が
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
同
時
開
催
で
行
わ

れ
た
。
今
回
の
講
師
は
白
百
合
女
子
大
学

准
教
授
で
あ
る
椎
橋
げ
ん
き
氏
。
美
術
大

学
を
卒
業
し
た
後
、
大
学
院
に
て
美
術
教

育
を
修
め
て
お
り
、「
描
く
」
と
い
う
観

点
か
ら
保
育
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
。

　

開
始
早
々
、
椎
橋
氏
が
見
た
二
歳
児
の

子
ど
も
達
が
描
い
た
絵
に
は
、
身
体
か
ら

手
足
が
生
え
、
首
の
上
に
頭
が
あ
る
人
が

描
い
て
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
そ
れ

は
椎
橋
氏
か
ら
す

れ
ば
異
常
だ
。
幼

児
の
発
達
か
ら
す

る
と
お
よ
そ
『
頭

足
人
』
な
ど
に
な

る
の
が
普
通
で
あ

り
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
絵
で
体
の
パ
ー

ツ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
人
を
描
く
こ
と

は
、
少
な
か
ら
ず
教
諭
の
手
が
入
っ
て
い

る
、
つ
ま
り
は
子
ど
も
の
描
き
た
い
絵
で

は
な
い
の
だ
と
椎
橋
氏
は
説
く
。
確
か
に

自
由
保
育
で
な
い
限
り
、
教
諭
は
設
定
さ

れ
た
指
導
計
画
に
沿
っ
て
学
年
や
そ
の
子

に
応
じ
た
保
育
を
行
い
、
一
定
の
成
果
物

で
あ
る
絵
を
完
成
さ
せ
る
。
し
か
し
、
乳

幼
児
の
発
達
に
お
い
て
は
描
画
面
に
つ
い

て
も
、
無
作
為
に
描
く
な
ぐ
り
描
き
『
偶

発
的
ス
ク
リ
ブ
ル
』
か
ら
年
齢
に
応
じ
た

成
長
過
程
を
経
て
、
絵
が
変
わ
っ
て
い
く

べ
き
と
言
う
。
耳
の
痛
い
話
で
は
あ
る

が
、
非
認
知
能
力
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る

昨
今
で
は
、
あ
え
て
指
導
を
せ
ず
、
見
守

る
こ
と
も
大
切
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
も
す
れ
ば
セ

オ
リ
ー
か
と
思
う

よ
う
な
話
か
ら
、

後
半
は
テ
ク
ニ
カ

ル
ら
し
く
実
技
の

話
と
な
っ
た
。
今

回
は
特
に
『
ホ
チ

キ
ス
』
を
テ
ー
マ

に
挙
げ
、
導
入
か
ら
子
ど
も
達
へ
の
配

慮
、
そ
し
て
製
作
物
な
ど
の
展
開
例
が
示

さ
れ
た
。
の
り
な
ど
と
違
い
子
ど
も
が
使

う
こ
と
は
あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
い
。
し

か
し
接
着
・
固
定
に
優
れ
た
ホ
チ
キ
ス
を

椎
橋
氏
は
推
す
。
落
ち
た
針
や
、
誤
っ
た

使
い
方
な
ど
を
想
定
し
嫌
厭
し
が
ち
だ

が
、
の
り
と
は
違
う
固
定
方
法
は
新
た
な

刺
激
と
な
ろ
う
。

　

前
半
は
幾
分
難
し
い
話
に
な
っ
た
が
、

非
認
知
能
力
の
重
要
性
が
謳
わ
れ
る
こ
れ

か
ら
に
と
っ
て
非
常
に
参
考
と
な
る
講
座

で
あ
っ
た
。

認
定
こ
ど
も
園
委
員
会
研
修
会

期
日　

令
和
三
年
十
二
月
十
四
日
㈫

会
場　
コ
ン
セ
ー
レ
（
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル
）

参
加　

九
十
名

　
　
（
う
ち
リ
モ
ー
ト
参
加
七
十
一
名
）

テ
ー
マ　

行
政
報
告

～
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
の
現
状
報
告
と
今
後
の

展
望
～

講
師　

内
閣
府 

子
ど
も
・
子
育
て
本
部

参
事
官
補
佐　

岡
部
　
陽
一 

氏

係
長　

岡
本
　
裕
太 

氏

　

行
政
説
明
と
し
て
、
内
閣
府 

子

ど
も
・
子
育
て
本
部
の
岡
部
陽
一

氏
、
岡
本
裕
太
氏
よ
り
、
コ
ロ
ナ
克
服
・

新
時
代
開
拓
の
た
め
の
経
済
対
策
と
し
て

閣
議
決
定
さ
れ
た
「
保
育
・
幼
児
教
育
な

ど
現
場
で
働
く
方
の
収
入
の
引
上
げ
」
に

つ
い
て
、
経
済
対
策
・
令
和
三
年
度
国
家

公
務
員
給
与
改
定
を
踏
ま
え
た
公
定
価
格

等
に
つ
い
て
、
処
遇
改
善
等
加
算
に
お
け

る
今
後
の
方
向
性
な
ど
を
ご
説
明
い
た
だ

い
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
保
育
・
幼
児
教
育
な
ど

現
場
で
働
く
方
の
収
入
の
引
上
げ
と
し

て
、
「
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
交

付
金
」
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。

補
正
予
算
編
成
後
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
・
保
育
教
諭
等
を
対
象
に
、
収
入
の

三
％
程
度
（
月
額
九
千
円
）
を
引
き
上
げ

る
た
め
の
措
置
を
、
令
和
四
年
二
月
か
ら

実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
市
町
村

等
に
交
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

二
つ
目
に
、
処
遇
改
善
等
加
算
Ⅱ
の
賃

金
改
善
対
象
者
に
係
る
研
修
修
了
要
件

に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。
平
成

二
十
九
年
度
に
創
設
さ
れ
た
処
遇
改
善
等

加
算
Ⅱ
で
は
、
令
和
三
年
度
ま
で
は
研
修

要
件
を
課
さ
ず
令
和
四
年
度
の
適
用
開
始

を
目
指
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
研
修
の
実
施
や

受
講
に
影
響
を
与

え
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
副
主
任

保
育
士
・
中
核

リ
ー
ダ
ー
等
に
つ
い
て
は
令
和
五
年
度
か

ら
段
階
的
に
適
用
し
、
職
務
分
野
別
リ
ー

ダ
ー
・
若
手
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
は
令
和

六
年
度
を
適
用
開
始
年
度
と
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

最
後
に
、
安
全
管
理
・
危
機
管
理
に
つ

い
て
の
事
例
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。
安
全

管
理
面
に
お
い
て
は
、
福
岡
県
中
間
市
の

保
育
所
に
お
い
て
送
迎
バ
ス
に
置
き
去
り

に
さ
れ
た
子
ど
も
が
亡
く
な
る
と
い
う
大

変
痛
ま
し
い
事
案
に
つ
い
て
、
危
機
管
理

面
に
お
い
て
は
、
宮
城
県
登
米
市
の
認
定

こ
ど
も
園
に
お
い
て
刃
物
を
持
っ
た
男
が

敷
地
内
に
侵
入
す
る
と
い
う
事
案
が
紹
介

さ
れ
た
。

　

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
制
度
設
計
や

施
策
を
検
討
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
よ
り
良
い
社
会
と
な
る
た
め
の
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
に

願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
、
事
件
・
事

故
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
も
、

日
頃
か
ら
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
施
策
や
訓
練
な
ど
を
行
い
、
安

心
安
全
な
園
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。
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要望事項等 継・新
の　別

要 望 事 項
現　　行 要　　望

継続
増額要望

継続
増額要望

継続
増額要望

新規

継続

継続

継続

新規

発展的
継続

令 和 4 年 度  予 算 要 望 書

【要望１】幼稚園運営費補助金の増額 
運営費補助金の増額は、私学助成幼稚園の経営の安定を図り、教育環境
をさらに充実するためには欠かせません。令和３年度も国の増額分が増額さ
れましたが、県単補助金について、新潟県（15,904円）、群馬県（14,500
円）、茨城県（12,780円）と肩を並べられるよう増額を要望します。※（ ）内
金額は令和2年度実績。なお、私学助成幼稚園は年々減少を続け、運営費
補助金の県単補助額の総額について、平成27年度の新制度以降、令和３
年度までに約１億１千万円の予算減となっており、ここ２年を見ても約24百
万円の予算減となっています。令和４年度は、対象園児数が800人減少す
る見込みであり、対前年比２千万円を増額していただければ県単補助１人
当たり４千円の増額が実現できます。幼児人口が年々少なくなっている栃木
県において、私学助成幼稚園は園児減による経営環境の悪化に苦しんで
おります。県財政厳しきことは重々承知しておりますが、ぜひとも県単補助金
の増額をお願いいたします。 

【要望２】幼稚園運営費補助金（処遇改善加算）の上限額 24 万円への増額 
新制度幼稚園・保育所・認定こども園では、「処遇改善Ⅱ」により、園の負
担無しに最高月額4万円、年額48万円の処遇改善が実現しています。一
方、私学助成幼稚園で同額の処遇改善をはかろうとしても、現行制度で
は年額3万円の補助しかなく、残りの45万円は園が負担する仕組みと
なっています。結果、私学幼稚園教諭の処遇改善は遅々として進んでい
ないのが現状です。私学助成幼稚園への調査の結果、現行制度の上限額
が引き上げられれば処遇改善を行いたいとの意向を示す園が多数あり
ました。そこで、私学助成幼稚園における幼稚園教諭の確保・定着を促
進するために、新制度園の「処遇改善Ⅱ」の年額48万円の半額、24万円
を加算上限額としてくださるよう要望します。 

【要望３】「栃木県幼稚園連合会補助金」の増額 
教諭･保育教諭の資質向上は、教育・保育の質の向上に直接関わります。
本連合会では、幼稚園・認定こども園の教諭･保育教諭の研修実施、設置
者･園長の研修実施を通じて積極的に教育・保育の質の向上を図っていま
す。コロナ禍の中にあっても、オンライン研修、園内研修の充実等、できる限
りの工夫をしながら資質向上に取り組んでいるところです。また、新型コロナ
感染症対策に対する研修についても取り組む必要に迫られています。昨
年、本連合会が「処遇改善Ⅱに係るキャリアアップ研修」の実施団体として
認定（研修実施主体認定）を受けたことから、今後の研修については、分野
･回数･時間を増やしていく予定であり、それには経費増が見込まれます。つ
きましては、本連合会の研修会実施に対する補助「栃木県幼稚園連合会
補助金」を継続していただくと共に、その増額を要望します。 

【要望４】３～５歳児（１号園児・２号園児）の副食費の無償化の早期実現 
「栃木県に住めば子育ての経済的負担が減る」というのは、子育て世帯に
とっては大きな魅力のあるインセンティブになります。知事の公約（『福田とみ
かずの幼児教育かわら版』）にも、「市町とともに無償化することを目指しま
す」とあります。「子育てに手厚い補助のある栃木県」をアピールするために、
近隣都県に先んじて早期実現されますよう要望します。 

【要望５】子育て支援事業等に対する補助金の増額 
①仕事と子育ての両立のために、預かり保育は大変重要です。幼稚園が行う

預かり保育に対する補助金の増額を要望します。 
②未就園児親子教室等の子育て支援活動を通じ、幼稚園が地域の子育て

の拠点として、子育てにおける精神的負担の軽減を図る充実した機能を提
供できるよう、補助金の増額を要望します。 

③安心・安全な施設整備の観点から、園舎の耐震診断、耐震補強等にかか
る費用の助成を要望します。 

【要望６】子だくさん応援 多子世帯保育料免除事業費の創設 
栃木県では、平成28年度に第３子保育料免除事業費が創設され、18歳
未満の兄姉から数えて第３子以降の子どもの保育料が無償化となり、転
入者の増加につながりました。要望４は、この第３子保育料免除事業費を

「子だくさん応援 多子世帯保育料免除事業費」に発展させるという提案
です。具体的には、「18歳未満の子どもが３人以上いれば、就学前の施設
に通う子どもが何番目の子どもであるかにかかわらず、3～5歳の副食費を
無料にし、0～2歳の保育料を無料にする」というものです。子だくさんの世
帯を応援するメッセージが明確に伝わる事業であり、３人目を生もうという
気持ちにさせる画期的な事業であります。どうか、国・他県に先んじた施策
として発表し「子育てするなら栃木県」をアピールして「とちぎで子育てした
い」を実現していただくことを要望します。 

団 体 名：一般社団法人栃木県幼稚園連合会
代表者名：理事長　石嶋　勇

●令和4年度　予算要望書について

園児１人当/令和3年度 
198,600円 

国庫補助   24,500円 
地方交付税 168,100円 
県単補助     6,000円

 

幼稚園教諭の処遇改善
を行った園に対し、改善
額の半額を上限3万円

（年額）の範囲内で加算
する。
 
総額909万円 
（うち、県負担半分） 

6,000千円 

わんぱく保育推進事業 

子育てランド事業 

幼稚園耐震化事業費

第３子以降保育料免除 

園児１人当/令和4年度 
202,600円 

国庫補助   24,500円 
地方交付税 168,100円 
県単補助   10,000円

処遇改善額の半額を上
限24万円（年額）に引き
上げる。

総額約2,000万円
（うち、県負担半分）

７,000千円

３～５歳児（１号園児・２
号園児）の副食費の無
償化

わんぱく保育推進事業

子育てランド事業

幼稚園耐震化事業費

３人以上子どもがいれ
ば第１子も第２子も、
保育料と副食費が免除
になる

→転入者増加
→もう一人！促進

令和４年度に向け、11 月 10 日に自民党意見交換会 (28 名の県議 ) に。12 月 9 日には福田富一知事と阿部寿一県議会議長に。それぞれ
予算対策要望書を提出し、陳情をしてまいりました。
６項目から成る要望はどれも切実でありますが、今回特に強くお願いをさ

せて頂いたのは、要望１と要望３です。『とちぎで子育てしたい』を実現するた
めに。提出した要望書の表紙に、そう書かれてあります。それぞれの園のた
めの要望では無く、表題の『とちぎで子育てしたい』につながる願いを、今後
とも粘り強く展開してまいります。各園におかれましては、我が事として振興
活動にご協力くださり、厚く御礼申し上げます。   （振興委員長　富川　将）

（R3年度）
（R3年度）
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十
二
月
以
降
の
研
修
は
、
十
分
な
感
染

症
対
策
を
施
し
な
が
ら
、
年
度
当
初
の
計

画
定
通
り
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
こ

こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
修
の
一
端
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

合
同
研
修
〔
幼
小
〕
を
実
施
し
ま
し
た

　

十
月
二
十
二
日
、
十
一
月
五
日
、
十
一

月
十
五
日
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
合
同
研

修
〔
幼
小
〕
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
り

「
子
ど
も
の
育
ち
と
学
び
を
つ
な
ぐ
た
め

に
～
指
導
要
録
を
生
か
し
て
～
」
に
つ
い

て
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
分
科

会
で
は
「
一
人
一
人

が
自
分
ら
し
さ
を

発
揮
し
、
生
き
生

き
と
学
ぶ
た
め
の

指
導
の
在
り
方
を

考
え
よ
う
」
の
テ
ー

マ
の
下
、
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
・
保
育
所
・

小
学
校
の
教
職
員
が
一
緒
に
協
議
し
ま
し

た
。
指
導
要
録
に
書
か
れ
て
い
る
子
ど
も

の
育
ち
を
共
有
し
、
こ
れ
を
基
に
接
続
期

の
教
育
の
在
り
方
を
考
え
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
見
直
し
に
つ
な
げ
る
と
い
う
内
容
で

し
た
。

　

子
ど
も
の
育
ち
と
学
び
を
つ
な
ぐ
た
め

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
種
で
ど
の
よ
う
な
指

導
を
す
る
の
か
、
大
切
に
し
た
い
こ
と
は

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」「
協
議
を
通
し
て
、

他
園
の
配
慮
や
支
援
方
法
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
保
育
に
生
か
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
〔
経
営
〕
を

実
施
し
ま
し
た

　

毎
年
実
施
し
て
い

る
「
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
を
、
今
年
度

よ
り
教
育
と
経
営
に

内
容
を
分
け
て
、
二

回
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

九
月
三
十
日
に
は
、
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

Ⅱ
〔
経
営
〕
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま

し
た
。「
園
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
可

能
性
を
見
つ
め
て
」
と
題
し
て
玉
川
大
学

教
育
学
部
乳
幼
児
発
達
学
科
田
澤
里
喜
准

教
授
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
方

法
や
、
園
経
営
に
活
か
す
手
立
て
等
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め

る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
使
え
る

時
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」「
デ
ジ
タ

ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
両
方
の
有
効
性
を
活
用

し
、
事
務
の
軽
減
や
情
報
の
共
有
、
保
育

の
発
信
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」「
ま
ず

は
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
こ
と
で
職

員
の
意
識
改
革
を
図
り
、
保
育
の
質
の
向

上
に
つ
な
げ
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

何
か
、
に
つ
い
て
熱
心
に
協
議
し
、
日
頃

の
指
導
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
一
人
一
人
の
育
ち
を

踏
ま
え
、
そ
の
子
に
必
要
な
経
験
を
さ
せ

ら
れ
る
よ
う
な
保
育
を
心
が
け
て
い
き
た

い
」「
幼
児
期
に
大
切
に
育
ま
れ
、
力
を

つ
け
て
き
た
子
ど
も
た
ち
を
、
指
導
要
録

を
活
用
し
な
が
ら
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
き

た
い
」
な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
幼
小
の
教
職
員
の
意
見

交
換
や
合
同
の
研
修
の
機
会
な
ど
を
通
じ

て
、
幼
小
の
連
携
が
ま
す
ま
す
図
ら
れ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

 
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

〔
個
別
の
指
導
計
画
〕
を
実
施
し
ま
し
た

　

十
月
一
日
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
協
議
の

時
間
を
取
り
入
れ
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合

研
究
所
の
吉
川
和
幸
研
究
員
よ
り
「
幼
児

期
の
個
別
の
指
導
計
画
と
は
」
の
講
話
を

い
た
だ
き
、
子
ど
も
の
捉
え
方
や
幼
児
期

の
評
価
の
視
点
な
ど
を
基
に
、
個
別
の
指

導
計
画
の
作
成
や
活
用
の
方
法
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
幼
児

教
育
セ
ン
タ
ー
職

員
に
よ
る
講
話
・

演
習
「
個
別
の
指

導
計
画
作
成
・
活

用
の
実
際
」
を
行

い
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
個
別
の
指
導
計
画

の
重
要
性
と
共
有
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

令
和
三
年
度

栃
木
県
教
育
研
究
発
表
大
会

令
和
四
年
一
月
二
十
九
日
（
土
）

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
開
催

《
幼
小
連
携
部
会
》

テ
ー
マ

「
幼
小
接
続
期
の
質
の
高
い
教
育
と

は
～
互
い
の
教
育
を
見
通
し
て
～
」

実
践
発
表

「
発
見
や
体
験
を
通
し
た
学
び
～
好

奇
心
や
探
究
心
を
も
っ
て
考
え
、

言
葉
な
ど
で
表
現
す
る
姿
か
ら
～
」

　
　

認
定
こ
ど
も
園
愛
泉
幼
稚
園

　
　
　
　

石
島
あ
さ
み　
保
育
教
諭

★
そ
の
他
、
保
育
所
や
小
学
校
の
教
職
員
に
よ

る
実
践
発
表
も
あ
り
ま
す
。

★
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

令
和
三
年
度
文
部
科
学
省
中
央
協
議
会

　

今
年
度
は
、
十
二
月
九
日
、
十
日

の
二
日
間
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
一
日
の
全
体
会
で
は
、「
幼
児
教

育
と
小
学
校
教
育
の
接
続
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
厚
生
労
働
省
と

合
同
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
日

は
、
協
議
主
題
の
講
演
と
グ
ル
ー
プ

別
協
議
が
実
施
さ
れ
、
教
育
課
程
研

究
集
会
を
受
講
し
た
五
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

お
知
ら
せ

　

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
が
会
場
と
な

る
研
修
で
は
、
現
在
の
県
の
警
戒
度

レ
ベ
ル
を
踏
ま
え
、
衝
立
（
Ｐ
Ｓ
板
）

を
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
承

知
お
き
く
だ
さ
い
。
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お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
制
度
移
行
園
や
認
定
こ
ど
も
園
に
つ

い
て
、
処
遇
改
善
等
加
算
Ⅱ
の
要
件
と
な

る
研
修
修
了
の
必
須
化
に
つ
い
て
、
段
階

的
に
適
用
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
園
に
お
い
て
は
、
職
員
の
計
画
的
な

研
修
受
講
と
、
適
切
な
受
講
履
歴
の
管
理

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
別
途
送
付
し

て
い
る
文
書
や
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
参

照
く
だ
さ
い
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
園
舎
の
耐
震
診

断
の
実
施
・
耐
震
化
が
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
県
の
私
立
幼
稚
園
等
の
耐
震
化

率
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
現
在
で

八
十
八
・
〇
％
で
す
が
、
全
国
平
均

九
十
二
・
四
％
と
比
べ
、
依
然
低
い
数
値

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、
国
庫

補
助
制
度
の
活
用
に
よ
る
耐
震
化
を
促
進

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
耐
震

化
（
建
替
・
補
強
等
）
を
予
定
す
る
場
合

は
、
市
町
の
担
当
課
も
含
め
て
早
め
に
御

相
談
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
園
舎
の
耐
震
化
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環

境
の
整
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

運
営
費
補
助
金
及
び
教
材
費
等
補
助
金

の
変
更
交
付
に
当
た
り
、
一
月
初
旬
に
、

一
月
の
始
業
日
現
在
に
お
け
る
在
園
児
数

等
を
御
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
別
途
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

本
年
度
に
入
園
し
た
満
三
歳
児
分
等
の

一
般
補
助
や
特
別
支
援
教
育
と
地
域
子
育

て
推
進
事
業
の
特
別
補
助
に
係
る
変
更
交

付
申
請
書
（
新
制
度
移
行
園
は
交
付
申
請

書
）
に
つ
い
て
は
、
運
営
費
補
助
金
、
教

材
費
等
補
助
金
と
も
に
一
月
下
旬
に
御
提

出
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
別
途
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
を
実
施
し
て
い
る

園
に
お
い
て
は
、
各
実
施
事
業
の
参
加
人

数
や
活
動
内
容
等
の
記
録
を
実
施
報
告
書

提
出
時
に
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
必
ず
記
録
を
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

編集後記
　
「
新
型
コ
ロ
ナ
二
年
目
の
今
年
は

終
息
に
向
か
う
は
ず
」
と
勝
手
に
判

断
し
て
い
た
時
期
は
遥
か
昔
。
結

局
の
と
こ
ろ
ド
タ
バ
タ
し
な
が
ら
、

や
っ
と
年
末
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
っ
た
園
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

幼
稚
園
等
の
教
職
員
研
修
も
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
は
い
か
な
い
た
め
、こ
の「
栃

幼
時
報
」
も
例
年
の
よ
う
な
編
集
作
業
と

な
ら
ず
、
工
夫
が
必
要
に
な
り
ま
し
た

が
、「
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
か
ら
頭
を
柔

軟
に
！
」
と
、
広
報
委
員
の
皆
が
ち
ょ
っ

ぴ
り
頑
張
っ
て
み
ま
し
た
の
で
、
ご
拝
読

の
程
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
秋
か
ら
冬
は
各
種
収
穫
の
時
期

で
す
が
、
皆
様
方
は
ど
ん
な
収
穫
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
か
？
園
の
畑
等
で
の
収
穫
や

行
事
と
は
別
に
、「
ご
家
庭
で
も
挑
戦
」

と
い
う
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
家
に
は
、
少
々
変
わ
り
種
と
し
て

み
か
ん
の
木
が
あ
り
ま
す
。
烏
山
で
収
穫

で
き
る
の
だ
か
ら
き
っ
と
大
丈
夫
！
と
亡

き
父
が
数
年
前
に
育
て
始
め
ま
し
た
。
植

え
た
初
年
度
か
ら
収
穫
で
き
て
い
ま
す

が
、
例
年
に
比
べ
て
何
の
世
話
も
で
き
な

か
っ
た
今
年
は
、
な
ぜ
か
大
収
穫
で
、
小

振
り
で
す
が
美
味
し
い
み
か
ん
が
た
く
さ

ん
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

丁
度
い
い
年
数
に
な
っ
た
の
か
、
世
話

を
し
な
い
こ
と
が
吉
と
出
た
の
か
、
全
く

不
明
で
す
が
、
日
々
の
園
の
子
ど
も
達
の

成
長
に
目
を
向
け
な
が
ら
、
自
宅
の
み
か

ん
に
も
振
り
返
っ
て
み
な
け
れ
ば
と
思
っ

た
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
田
﨑　

容
子
）

慶

　事

●
文
部
科
学
大
臣
表
彰
（
教
育
功
労
）

　認
定
こ
ど
も
園

　野
ば
ら
幼
稚
園

　
　元
理
事
長
・
園
長

　
　
　
　
　
　
　伊
澤

　勝
彦

　先
生

令
和
四
年

　一
〜
三
月
ま
で
の
事
業
予
定

１
月
６
日
 

※
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

１
月
11
日
 

第
６８
回 

県
大
会
　
第
１４
分
科
会

１
月
12
日
 

保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

１
月
13
日
 

※ 

幼
稚
園
等
教
職
５
年
目
研
修

１
月
１８
日
 

第
６８
回 

県
大
会
　
第
１３
分
科
会

１
月
１９
日
 

第
６８
回 

県
大
会
　
第
５
分
科
会

１
月
１９
日
 

第
６８
回 

県
大
会
　
第
６
分
科
会

１
月
２０
日
 

資
質
向
上
研
修（
幼
小
連
携
）

１
月
２１
日
 

設
置
者・園
長
研
修
会

１
月
２１
日
 

※
幼
小
連
携
推
進
者
養
成
研
修

１
月
２８
日
 

０
・
１
・
２
歳
児
研
修

１
月
３１
日
 

第
６８
回 

県
大
会
　
第
１５
分
科
会

２
月
１
日
 

第
６８
回 

県
大
会
　
第
１
分
科
会

２
月
１５
日
 

※
幼
小
連
携
推
進
者
養
成
研
修

２
月
１７
日
 

設
置
者・園
長
研
修
会

　
　
　
　
　
　
※
は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

１
月
６
日
 

※
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

１
月
11
日
 

第
６８
回 

県
大
会
　
第
１４
分
科
会

１
月
12
日
 

保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

１
月
13
日
 

※ 

幼
稚
園
等
教
職
５
年
目
研
修

１
月
１８
日
 

第
６８
回 

県
大
会
　
第
１３
分
科
会

１
月
１９
日
 

第
６８
回 

県
大
会
　
第
５
分
科
会

１
月
１９
日
 

第
６８
回 

県
大
会
　
第
６
分
科
会

１
月
２０
日
 

資
質
向
上
研
修（
幼
小
連
携
）

１
月
２１
日
 

設
置
者・園
長
研
修
会

１
月
２１
日
 

※
幼
小
連
携
推
進
者
養
成
研
修

１
月
２８
日
 

０
・
１
・
２
歳
児
研
修

１
月
３１
日
 

第
６８
回 

県
大
会
　
第
１５
分
科
会

２
月
１
日
 

第
６８
回 

県
大
会
　
第
１
分
科
会

２
月
１５
日
 

※
幼
小
連
携
推
進
者
養
成
研
修

２
月
１７
日
 

設
置
者・園
長
研
修
会

　
　
　
　
　
　
※
は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

一
月
始
業
日
現
在
の
園
児
数
調
べ

の
実
施
に
つ
い
て

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
に
係
る
実
施

記
録
に
つ
い
て

処
遇
改
善
等
加
算
Ⅱ
の
要
件
と
な

る
研
修
受
講
に
つ
い
て

園
舎
の
耐
震
化
の
促
進
に
つ
い
て

運
営
費
補
助
金
及
び
教
材
費
等
補

助
金
に
係
る
変
更
交
付
申
請
書
の

提
出
に
つ
い
て


